
① 学校名

② 大学等の設置者 ③ 設置形態

④ 所在地

⑤ 申請するプログラム名称
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⑨ プログラムの授業を教えている教員数 人
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⑪ 全学部・学科の学生数（学年別） 総数 人

１年次 人 人

３年次 人 人

５年次 人 人

⑫ プログラムの運営責任者

⑬ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

⑭ プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

⑮ 申請する認定プログラム

連絡先
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E-mail 電話番号
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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

1 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

1 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

1 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

1 ○ ○ ○

2 ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

選択項目

統計リテラシー 4-1統計および数理基礎

4‐8データ活用実践（教師あり学習）

開講状況開講状況

全学開講

全学開講

授業科目

情報基礎

確率統計

全学開講

全学開講

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア
等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データサ
イエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得るも
の」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

プログラムを構成するすべての科目の単位を修得すること。
１．社会実装プロジェクトⅠ、２．知識情報工学、３．情報基礎、４．確率統計、５．技術者のための哲学・倫理

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結びつ
いている」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講

開講状況

学部・学科によって、修了要件は相違しない

全学開講

授業科目

情報基礎

技術者のための哲学・倫理

開講状況

全学開講

全学開講

開講状況授業科目

情報基礎

社会実装プロジェクトⅠ

知識情報工学

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上で
の留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

開講状況

授業科目 選択項目 授業科目

全学開講

全学開講

情報処理基礎 4‐3データ構造とプログラミング基礎

計算機システム

情報基礎

確率統計

様式２

授業科目

社会実装プロジェクトⅠ

知識情報工学

授業科目

全学開講

知識情報工学

授業科目

授業科目

授業科目

授業科目 授業科目
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⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ）「情報基礎」（９、１０回目）
・データの図表表現（チャート化）「情報基礎」（１１、１２回目）

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用な
ツールになり得るもの

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の知見と組み
合わせることで価値を創出する
もの

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深く寄与して
いるものであり、それが自らの生
活と密接に結びついている

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・
ＡＩの基本的な活用法に関するも
の

・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）「確率統計」（５回目）
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）「確率統計」（５回目）
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）「確率統計」（６回目）

・データの集計（和、平均）「情報基礎」（９、１０回目）
・データの並び替え、ランキング「情報基礎」（９、１０回目）
・表形式のデータ（csv）「情報基礎」（９、１０回目）

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩等、
データを守る上での留意事項へ
の理解をする

・ELSI（Ethical, Legal and Social Issues）「技術者のための哲学・倫理」（１０～１３回）
・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト「情報基礎」（７、８回目）
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護「技術者のための哲学・倫理」（６～１１回）
・AIサービスの責任論「技術者のための哲学・倫理」（６～１１回）

・情報セキュリティ：機密性、完全性、可用性「情報基礎」（７回目）
・匿名加工情報、暗号化、パスワード、悪意ある情報搾取「情報基礎」（１、７、８回目）
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介「情報基礎」（１回目）

講義内容

・ビッグデータ、IoT、AI、ロボット「知識情報工学」（６回目）
・人間の知的活動とAIの関係性「知識情報工学」（４回目）
・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方「知識情報工学」（４回目）

・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど)「社会実装プロジェクトⅠ」
（７～１１回目）
・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習など）「知識情報工学」（１、２、
３、７回目）

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど「知識情報工学」（４回目）
・1次データ、2次データ、データのメタ化「確率統計」（５、６回目）
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）「情報基礎」（３回目）

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論、
結果の共有・伝達、課題解決に向けた提案）「社会実装プロジェクトⅠ」（７～１１回目）
・流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介「社会実装プロジェクト
Ⅰ」（２～６回目）

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)「知識情報工学」（６回目）

・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、挙動・軌跡の可視化、リ
アルタイム可視化など「知識情報工学」（１０回目）
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など「情報基礎」（３回目）
・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ「知識情報工学」（６回目）

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的要素を身につけ、自らの専門分野に応用できること。
社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができるようになること。
情報セキュリティや情報漏洩等に留意し、データや学修した知識・スキル等を適切に活用できること。

https://www.tokyo-ct.ac.jp/school_summary/sdai/
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①プログラム開設年度 年度

②履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

機械工学科 40 200 18 16 13 13 31 16%

電気工学科 40 200 15 15 12 8 27 14%

電子工学科 40 200 31 30 26 24 57 29%

情報工学科 40 200 31 30 30 29 61 31%

物質工学科 40 200 15 13 9 7 24 12%

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

合　計 200 1000 110 104 90 81 200 20%

様式３

プログラムの履修者数等の実績について

令和２

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度 履修者数
合計 履修率
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式４

① プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

② 体制の目的

③ 具体的な構成員

④ 履修者数・履修率の向上に向けた計画

令和３年度実績 20% 令和４年度予定 30% 令和５年度予定 50%

令和６年度予定 70% 令和７年度予定 100% 収容定員（名） 1,000

令和３年度末の時点で、本プログラムの修了生は第４学年及び第５学年の学生であり、令
和４年度から令和６年度にかけて、一学年分ずつ履修者は増加する。令和２年度及び令和
３年度実績によると全学生数の約10%が新たに履修者となるが、今後の履修率改善活動に
より、令和６年度までに70%の履修率を目標とする。
また中期的には、数理・データサイエンス・AIプログラムを構成する科目を、選択科目を除い
て構成することを検討し、令和７年度を目途に履修率100%を目指す。

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

東京工業高等専門学校教務委員会規則

東京工業高等専門学校の本科の教育に関する事項を審議し、その運営を円滑に行うため、
東京工業高等専門学校教務委員会を置く。同委員会は、数理・データサイエンス・AI教育プ
ログラムを含む、全学科の全てのカリキュラムにする事項を掌握しているため、教務委員会
において本プログラムの改善や履修者数構造に関する事項を取り扱う。

教務主事　鈴木雅人
教務主事補　向山大地、高田宗一朗、水戸慎一郎
一般教育科から選出された者　藤井俊介
各学科から選出された者　武田美咲、城石英伸
学生課長　伊藤竜治

具体的な計画
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⑤ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑥ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

本プログラムを構成する科目は、情報基礎、確率統計、技術者のための哲学・倫理、社会
実装プロジェクトⅠ、知識情報工学、の５科目である。このうち、情報基礎、確率統計、技術
者のための哲学・倫理は、必履修科目（必修科目ではないが履修することが義務付けられ
ている科目）であり、全学生が必ず履修する科目である。社会実装プロジェクトⅠは必修科
目であるため全学生が必ず履修する。また知識情報工学は、第４学年を対象に開講されて
いる学科横断型の選択科目であるが、希望する学生全員が履修できるよう時間割が組ま
れている。従って、学科に関係なく希望する学生全員が対象科目全てを履修することが可
能である。

本プログラムを構成する科目のうち、情報基礎、確率統計、技術者のための哲学・倫理、の
３科目は、必履修科目（必修科目ではないが履修することが義務付けられている科目）であ
り、社会実装プロジェクトⅠは必修科目である。従ってこれら４科目は全学生が必ず履修す
る。
また、履修前年度にはガイダンスを行い、選択科目に関する内容をまとめた「選択科目履修
の手引き」を対象学年の学生全員に配付し、その概要や履修上の注意点などを説明してい
る。知識情報工学を含む選択科目に関しては、できるだけ多くの学生が履修できるように周
知している。
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⑦ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑧

本校をはじめとする高専では担任制を導入しており、各クラスの定員は40名である。少人数
制の強みを活かし、担任は副担任と協力し合いながら２名体制で学生のサポートにあたっ
ており、学習指導を含む個別の学生指導を手厚く行っている。

本校の教育課程は学年制を採用している。各学年において進級に必要な修得単位数と、１
～３年生における開設科目数との差は４単位であるため、全学的な基本方針として、本プロ
グラムの科目を含む全ての科目の単位を必ず修得するよう指導する仕組みになっている。

定期試験ごとに全教員による学習到達度検討会を実施している。成績が低迷する学生の
情報を全教員で共有し、中間試験後の補講等フォローアップや、期末試験後の補講や再試
験を組織的に行っている。

その他、自学自習室での学習支援や質問への対応の他、教員への質問や相談は、オフィ
スアワーに関わらず、教員室に出向いて行える他、Microsoft365のTeamsを活用しても可能
である。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

自学自習室を整備し、専攻科生をティーチングアシスタントとして配置することで、自学自習
の支援や質問への対応を行っている。特に定期試験前は数学科教員等も自学自習室に待
機し、学習支援にあたっている。また、全教員がオフィスアワーを設定しているが、教員への
質問や相談はオフィスアワーに限らず、いつでも教員室に出向いて行える仕組みになって
いる。更に、令和２年度からMicrosoft365のTeamsを用いた遠隔授業も開始しており、教員
への質問や相談は、Teamsのチャット機能を活用しても行うことも可能である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式５

① 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

シラバス記載のルーブリックを基準として科目の成績評価を行うため、成績によって学習成果を確認できる。定
期試験後に全教員で行う学習到達度検討会では成績不振学生等について情報共有を行い、その結果は教学
マネジメント委員会に報告し、改善に活用する。また、科目担当教員は成績評価提出後に授業改善記録を提
出し、次年度に向けた課題等をまとめ対策を実施する。
令和３年度の本プログラム履修者に対する修了者の割合は95%と非常に高く、学習成果が十分出ていると判断
する。今後も授業改善記録の内容を次年度に活かし、継続的な改善を行う。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

本プログラムを構成する科目は、１科目のみ選択科目でそれ以外はすべて履修することになっているため、年
度初めの教務委員会で当該科目の履修申告状況を確認することにより、本プログラムの履修状況を確認して
いる。また、修得状況は、年度末に行われる学年課程修了認定のための運営会議において確認している。
令和３年度の履修者の単位取得率は95%と非常に高いが、本プログラムの履修率はまだ55％程度である。今
後は、年度初めのガイダンスや選択科目履修のガイダンスの際に本プログラムの意義を学生に周知し、履修
率向上に向けた改善を行う。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

教員は各自が実施する科目の中から前期・後期それぞれ１科目選択し、何回かの授業を実施した後に授業評
価アンケートを実施している。アンケート項目の中には「授業資料や説明のわかりやすさ」「学生の理解度を確
認して授業を進めているか」等の項目があり、これらの結果により学生の理解度を確認し、アンケート結果は残
りの授業にフィードバックしている。例えば知識情報工学では、説明及び授業資料のわかりやすさに関しては、
83～86%の学生が肯定的な回答をしているが、理解度の確認については肯定的な回答は66%であった。今後も
引き続き、特に本プログラムを構成する科目については、アンケート調査及びフィードバックを実施する。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

授業評価アンケートでは、「科目に対する興味・関心が深まったかどうか。」「科目内容の学習を今後もっと頑
張ってみようと思ったかどうか。」「授業により、将来役立つ知識や技術、または新しいものの見方や考え方を
身につけることができたかどうか。」を調査している。例えば令和３年度の知識情報工学では、これらの設問に
対する肯定的な回答の割合が、いずれも88～90%であり非常に高かった。
これらの結果から後輩等他の学生への推奨度は高いと推察できるが、本プログラムが開始されて年数が浅く、
講義受講の推奨への活用には至っていない。今後、ガイダンス等でこれらの情報を発信し、講義受講の推奨を
推進していくことを検討する。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

第１～３学年の課程修了には、開設単位数から４単位を減じた単位数以上を修得している必要があるため、情
報基礎及び確率統計を含む開設科目全ての単位を修得するように指導している。技術者のための哲学・倫理
についても同様である。また社会実装プロジェクトⅠは必修科目のため必ず単位を修得する必要がある。
令和３年度４年生の本プログラム履修割合は55%であるが、引き続き、本プログラムの趣旨や魅力を学生に周
知して履修率を高めていくとともに、選択科目を除いた科目群で本プログラムの要件が満たされるようにカリ
キュラムを見直すなどの検討もしていく。
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学外からの視点

②自己点検・評価体制における意見等を公表しているアドレス

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

全教員が担当科目の中から前後期１つずつ選び、授業評価アンケートを毎年実施している。授業の分かりや
すさは、アンケート項目の中の「授業資料や説明のわかりやすさ」「学生の理解度を確認して授業を進めている
か」等の項目で確認している。また内容や水準は、科目担当教員が毎年度作成する授業改善記録にまとめ、
それらを教務委員会で確認し、次年度に向けた改善を進めていく。
例えば令和３年度の知識情報工学では、説明及び授業資料のわかりやすさに関しては、83～86%の学生が肯
定的な回答をしているが、他のアンケート項目の結果を受けて、次年度は、比較的簡単にコーディングできるAI
の例題を取り入れることを検討した。

https://www.tokyo-ct.ac.jp/school_summary/sdai/

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

就職・進学に関する詳細は本校学生課が情報を集約している。本プログラムの修了者は令和３年度に初めて
卒業しているが、集約データによると、その内訳は、就職が約４割、進学が約６割である。就職先の多くは製造
業など、本校で学んだ技術が活かせる業界が多くを占めている。
また、本校卒業生に対する企業アンケートを実施しており、技術力と実践力の観点で高い評価を得ている一
方、時代の変化に伴い、IT活用技術を強化する授業の拡充が必要との意見も頂いている。
これから毎年、本プログラム修了者が卒業するため、継続的に活躍状況等の追跡調査が必要である。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

本校の自己点検・評価結果を検証するため、外部有識者を構成員とする参与会を年度ごとに開催し、本プログ
ラムを含む本校の教育全般について検証を行っている。また、本校と協力関係にある技術懇談会は、地元企
業を中心に約100社の会員企業で構成されているが、これらの企業からも本校の教育に対する意見を頂いて
いる。
実社会の様々な課題を解決し新しい価値を創造する社会実装教育は、企業からも高く評価されており、数理・
データサイエンス・AIはその基盤の一つであることから、その重要性は明らかであり、今後も産業界からの意見
を取り入れ、継続的な教育改革を行っていく必要がある。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

本プログラムに関わる科目において、モデルカリキュラムリテラシーレベルの導入部分に準じた内容を展開し、
先進的な事例を紹介するとともに、社会実装プロジェクトⅠでは外部講師を招いて、社会実装に係るケーススタ
ディをPBL形式で学習する。これらの取り組みにより、学生の好奇心を促すよう工夫し、その状況は授業評価ア
ンケートで確認し、改善につなげている。
令和3年度の授業評価アンケートでは、科目内容に興味・関心が高まったとの回答や、将来役立つ技術や知識
が身についたとの回答がいずれも9割前後であった。今後も引き続き授業アンケートによる状況確認と、改善を
継続していく。
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東京工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 社会実装プロジェクトⅠ
科目基礎情報
科目番号 0144 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 全学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 堤,小山,髙田,武田,水戸,小嶋,中川，他
目的・到達目標
(1)相手の立場や専門性に応じて多様な方法で円滑なコミュニケーションをとることができ,
社会におけるテーマに対し，課題を発見し，具体的かつ論理的な実効策を提案できる汎用的能力を習得する。
(2)チームワーク力を有した上でリーダーシップをとる，或いは，他者と協調して行動することができ，
倫理観を持って工学に取り組むことができる態度・志向性を習得する。
(3)クライアントの要求を解決するためのプロセスを理解し，複合的な工学的課題や需要に適合したシステム・構成要素・工程を設計ることがで
きる創造的思考力を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
円滑なコミュニケーション
を通じて課題を発見し、具
体的かつ論理的な解決策を
提案できる。

円滑なコミュニケーション
を通じて課題を発見し、具
体的な解決策を提案できる
。

コミュニケーションを通じ
て課題を発見することがで
きる。

満足なコミュニケーション
をとることができない。

評価項目2
リーダーシップを発揮し、
他者と共同しながら、グル
ープ全体を合意形成に導く
こ とができる

他者と共同しながら、グル
ープ全体を合意形成に至る
ことができる。

他者と共同しながら、意見
を交わし、ともに行動する
ことができる。

他者と共同することができ
ない。

評価項目3

主体的に情報収集すること
ができ 、それらを整理しま
とめ、自身の考えやアイデ
ィアを加え、他者に説明す
ることができる。

情報収集することができ 、
それらを整理しまとめ、自
身の考えやアイディアを加
えることができる。

他者の助言を受け、情報収
集し 、それらを整理しまと
めることができる。

十分な情報収集をすること
ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
汎用的能力，態度・志向性，創造的思考力の習得を目的とし，社会におけるテーマに対してチームのメンバーと協働し
て解決をしていく学習活動を実施する。特に社会実装Ⅰでは、その中核を成すケーススタディⅠ・Ⅱ・Ⅲを通じて、自
ら課題を発見し（課題発見力）、その課題の解決を図る（課題解決力）ことができる力や、社会実装Ⅱ・Ⅲにおいて学
生が主体的に活動することが出来るような基礎知識や社会実装指向のマインドを身につけさせる。

授業の進め方と授業内
容・方法

本校教員や企業の方を講師とした従来型の座学中心の授業も行うが、基本的には4,5名程度のチームによる学習活動を基
本とした学生の活動を主体とした授業スタイルをとる。特にケーススタディⅠ・Ⅱ・Ⅲではチームで取り組む課題を発
見し，解決に向けた提案，計画，役割分担，実践を実施する。
この科目は、民間企業等において業務を担当していた教員も担当し、その経験を活かし、実際の現場における最新の設
計手法等についての講義を含めて実施するものである。

注意点 この科目の出欠の扱いは実験と同等とし，無断欠席等は厳しく取り扱う。また欠席については別途、補講あるいはレポ
ート課題等を実施する。

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オープニング 社会実装教育実施の目的を理解する。

2週 ケーススタディⅠ 新規開発品の着眼点を理解し、課題発見力の重要性を
学ぶ。

3週 ケーススタディⅠ 新規開発品の着眼点を理解し、課題発見力の重要性を
学ぶ。

4週 ケーススタディⅠ 新規開発品の着眼点を理解し、課題発見力の重要性を
学ぶ。

5週 ケーススタディⅡ 高付加価値商品を、知財やマーケティングの観点から
紐解き、技術と市場の関係性を理解する。

6週 ケーススタディⅡ 高付加価値商品を、知財やマーケティングの観点から
紐解き、技術と市場の関係性を理解する。

7週 ケーススタディⅢ（基礎編） 収集した情報の解析・分析から課題解決に向けた提案
までを体験。

8週 ケーススタディⅢ（基礎編） 収集した情報の解析・分析から課題解決に向けた提案
までを体験。

2ndQ

9週 ケーススタディⅢ（実践編） 収集した情報の解析・分析から課題解決に向けた提案
までを体験

10週 ケーススタディⅢ（実践編） 収集した情報の解析・分析から課題解決に向けた提案
までを体験

11週 ケーススタディⅢ（実践編） 収集した情報の解析・分析から課題解決に向けた提案
までを体験

12週 ビジネスリテラシー強化プログラム 論理的思考力、コミュニケーションスキル、対人スキ
ルを習得する

13週 社会実装プロジェクトⅡテーマ設定・選択 テーマの設定、選択に主体的に取り組むことが出来る
14週 社会実装プロジェクトⅡテーマ設定・選択 テーマの設定、選択に主体的に取り組むことが出来る

⑤

⑥
①

③

②

④

本来のシラバスはクラス毎(学科毎)に作成されているが開設学科と担当教員のみが異なる．本資料では開設学科を全学科とし，
担当教員は多数のため一部の教員のみを示した．
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15週 社会実装プロジェクトⅠの振り返りと社会実装プロジ
ェクトⅡに向けて

授業を通して学んだこと、気づいたことを社会実装プ
ロジェクトⅡでどのように活かすことができるか考え
ることができる。

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 レポート その他 合計
総合評価割合 0 50 0 0 50 0 100
基礎的能力 0 50 0 0 50 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0

⑦
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東京工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 知識情報工学
科目基礎情報
科目番号 0125 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 全学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 スライド資料を共有
担当教員 姜 玄浩
目的・到達目標
機械学習の基礎になる概念が理解できる．
同時に機械学習の分野でよく使われているプログラミング言語であるPythonを利用して，分析．予測することができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安

評価項目1
機械学習のアルゴリズム

基本的なアルゴリズムにつ
いて詳細に説明できる．

基本的なアルゴリズムにつ
いて説明できる．

基本的なアルゴリズムにつ
いて簡単に説明できる．

基本的なアルゴリズムにつ
いて説明できない．

評価項目2
データ解析

データ解析のため，基本的
なPythonパッケージが理解
・説明ができ，実際に使え
る．

データ解析のため，基本的
なPythonパッケージが理解
でき，簡単に使える．

データ解析のため，基本的
なPythonパッケージが理解
できる．

データ解析のため，基本的
なPythonパッケージが理解
できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

人工知能がブームとなっており，エンジニアの側からは人工知能の実現手段としての機械学習が興味の対象として人気
がある．
本講義では，コース選択科目として，機械学習を使っていく上での基礎にあたる部分に関する解説を行う．同時に機械
学習の分野でよく使われているプログラミング言語であるPythonを利用して，実例のデータセットを分析・予測するこ
とを目標とする．

授業の進め方と授業内
容・方法

演習室のコンピュータを用いて，機械学習の基本について解説しながら，Pythonプログラミング演習を行うことで理解
を深める．
①この科目は学修単位科目のため，事前・事後学習としてレポートやオンラインテストを実施します．
②この科目は学修単位科目のため，事前・事後学習として，予習・復習を行うこと．

注意点

１．コンピュータの基本操作ができること．
２．Python言語の基本的な内容も同時に学習する．
３．評価は課題2件で行う．
４．プログラミングのためタイピングスピードを向上させる必要がある．
（各自タイピング練習を行ってください）
（無料タイピング練習教材　https://manabi.benesse.ne.jp/gakushu/typing/）

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング ☑ ICT 利用 ☑ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 機械学習の紹介 機械学習の概念が理解できる．

2週 機械学習の種類・方法，TM(1) 機械学習の種類・方法の理解ができる．Teachable
Machineで実際に簡単なAIシステムが作成できる．

3週 TM(2) Teachable Machineで実際により充実なAIシステムが
作成できる．

4週 データの理解 機械学習で扱うデータの理解ができる．
5週 線形回帰で機械学習の基礎を理解 線形回帰で機械学習の基礎が理解できる．
6週 AIプロジェクト紹介 AI事例の理解で応用分野の視野が広げる．

7週 機械学習ツール(Orange3)の紹介１ データ可視化・機械学習・データマイニング用ツール
が使える．

8週 中間試験期間

4thQ

9週 Neural Network (直感的な理解・Tensorflowを利用
した基本的なDeep Neural Network実習)

Neural Networkが理解でき，PythonによるDeep
Learningの基本が理解できる．

10週 機械学習ツール(Orange3)の紹介２ データ可視化・機械学習・データマイニング用ツール
が使える．より実践的な応用問題が解決できる．　

11週 Machine Learning for KidsとScratchを利用した機械
学習

Machine Learning for Kidsで作成したモデルと
Scratchを利用して応用問題を解決できる．

12週 Kaggle紹介，Performance metrics　 Kaggle使用とPerformance metricsが理解できる．
13週 Naive Bayesian Classifier Naive Bayesian Classifierが理解できる．

14週 scikit-learn, pandasなどのモジュールを利用した実践
問題（１）

Pythonを使って機械学習でよく用いられるパッケージ
を導入し，簡単な機械学習問題が解決できる．

15週 scikit-learn, pandasなどのモジュールを利用した実践
問題（２）

Pythonを使って機械学習でよく用いられるパッケージ
を導入し，簡単な機械学習問題が解決できる．

16週
評価割合

課題1 課題2(クイズなど含む) 合計
総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 30 30 60
専門的能力 20 20 40

⑤

③

②

④

⑦

本来のシラバスはクラス毎(学科毎)に作成されているが開設学科のみが異なる．本資料では開設学科を全学科とた．
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東京工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 情報基礎
科目基礎情報
科目番号 0017 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 全クラス 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 情報リテラシー(技術評論社)、30時間でマスターOffice2019（実教出版）
担当教員 多羅尾，武田，姜，北越，城石，他
目的・到達目標
・学生生活を送る上で、最低限必要な初歩のコンピュータの知識と技術を習得し，コンピュータとソフトウェアを適切に使うことができる。
・情報と社会とのつながり及びそれを支える技術を理解し、適切に情報を収集・整理することができる。
・自分の考えや意見をまとめて、プレゼンテーションすることができる。また，自力で物事を考え、情報の知識を発展させることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
（可） 未到達レベルの目安

学生生活を送る上で、最低
限必要な初歩のコンピュー
タの知識と技術を習得し
，コンピュータとソフトウ
ェアを適切に使うことがで
きる。

コンピュータを利用する上
で必要な知識と技術を十分
に習得し，学生生活を送る
上でコンピュータを自由に
活用できるリテラシを身に
着けている．

コンピュータを利用するた
めに必要な基礎的な知識と
技術を習得し，学生生活を
送る上で必要なリテラシを
身に着けている．

コンピュータに基礎的な知
識と技術をある程度理解し
ており，学生生活を送る上
で必要最低限のリテラシを
身に着けている．

コンピュータに基礎的な知
識と技術の習得が不十分で
あり，学生生活を送る上で
必要なリテラシを身に着け
ていない．

情報と社会とのつながり及
びそれを支える技術を理解
し、適切に情報を収集・整
理することができる。

コンピュータやネットワー
クに関係する様々な脅威を
十分に把握し，適切な対処
法を理解している．また
，ネットワーク等の社会基
盤を活用して適切に情報収
集，整理を行うことができ
る．

コンピュータやネットワー
クに関係する様々な脅威を
ある程度把握し，回避する
ことができる．また，ネッ
トワーク等の社会基盤の一
部を活用して適切に情報収
集，整理を行うことができ
る．

コンピュータやネットワー
クに関係する様々な脅威に
ついて最低限の知識を有し
ている．また，ネットワー
ク等の社会基盤を使い，必
要最低限の情報収集，整理
を行うことができる．

コンピュータやネットワー
クに関係する様々な脅威に
ついて理解できておらず
，適切な対応ができない
．また，ネットワーク等の
社会基盤を使い，情報収集
，整理を行うことができな
い．

自分の考えや意見をまとめ
て、プレゼンテーションす
ることができる。また，自
力で物事を考え、情報の知
識を発展させることができ
る。

適切なソフトウェアを十分
に活用して，考えや意見を
まとめたり，発表すること
ができる．また，ネットワ
ーク上の情報を参照して自
力で物事を考え、情報の知
識を発展させることができ
る。

適切なソフトウェアの一部
の機能を用いて，考えや意
見をまとめたり，発表する
ことができる．また，ネッ
トワーク上の情報を参照し
て自力で物事を考えたり
，情報の知識を得ることが
できる．

最低限のソフトウェア機能
を用いて，考えや意見をま
とめたり，発表することが
できる．また，ネットワー
ク上の情報を参照して必要
最低限の知識を得ることが
できる．

考えや意見をまとめたり
，発表するためのコンピュ
ータソフトウェアを活用で
きない．ネットワーク上の
情報を参照して必要な知識
を得ることができない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 電算機室において、１人１台のコンピュータを使って実習を行う。授業は各自が課題を参照して演習形式で行うものと

する．

授業の進め方と授業内
容・方法

毎回、課題が出題されるので、説明資料・教科書を見て解いていく。課題は指定された場所（課題提出システム等）に
提出する。基本的に課題はその日のうち、遅くとも次回の授業が始まるまでに提出を完了する。成績は毎回の課題のみ
で評価する。

注意点

課題提出が遅れた場合、１課題遅れるごとに２点減点。
解答内容に不備や不測がある場合は再提出が指示され、指定期日までに不備・不足を解消して提出があった場合は、減
点分は回復（締切超過、かつ不備不足のある場合、締切超過分の減点は回復しない）。
未提出者、および内容に不備・不足がある課題が指定期日までに提出されなかった場合、当該課題の得点は期日指定時
点での得点で確定。
課題点が６０点未満の場合または、必修課題のうち１つでも未提出課題があればD評価となる。

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング ☑ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス，Windowsへのログイン，Office365の利
用

パソコンへのログイン、インターネットアクセス、
Windowsの使い方、文章作成、Office365によるメー
ルの送信ができる。

2週 共通システム利用e-learning 共通システムを利用する上でのリテラシーを身に着け
る。

3週 コンピュータの仕組み，文字・画像・動画 コンピュータの仕組み、コンピュータ上での文字・画
像・動画の表現形式等について理解する。

4週 Wordの使い方 Wordの基礎を理解する。
5週 Wordの使い方 Wordの基礎を理解する。

6週 情報の調べ方・まとめ方 ネットワークを使った情報収集、調査方法、レポート
のまとめ方を理解する。

7週 コンピュータとネットワーク，情報とセキュリティ ネットワークとセキュリティのしくみを理解する。

8週 情報と法律，Webによる情報発信 WebやSNSの仕組み、知的所有権、個人情報保護法に
ついて理解する。

2ndQ

9週 Excelの使い方 Excelの基礎を理解する。
10週 Excelの使い方 Excelの基礎を理解する。
11週 PowerPointの使い方 PowerPointの基礎を理解する。
12週 PowerPointの使い方 PowerPointの基礎を理解する。

⑤

③

②

④

本来のシラバスはクラス毎(学科毎)に作成されているが開設学科と担当教員のみが異なる．本資料では開設学科を全クラスと
し，担当教員は多数のため，一部の教員のみ列挙した．
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13週 アルゴリズム
簡単な問題に対して、それを解くアルゴリズムを発見
し、またアルゴリズムが複数存在することを理解する
。

14週 プレゼンテーション プレゼンテーションシートの作り方、プレゼンテーシ
ョンの方法を理解する。

15週 まとめ 全体のまとめを行う。
16週

評価割合
レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

⑦
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東京工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 確率統計
科目基礎情報
科目番号 0101 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 全学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 新確率統計，新確率統計問題集　高遠節夫他著　大日本図書
担当教員 安富 義泰,井口 雄紀,波止元 仁
目的・到達目標
１．確率の定義と性質を理解し計算ができる
２．いろいろな確率の計算ができる
３．１次元，２次元のデータの処理ができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
（可） 未到達レベルの目安

確率の定義と性質 確率の定義と性質を理解し
複雑な計算ができる

確率の定義と性質を理解し
標準的な計算ができる

確率の定義と性質を理解し
基本的な計算ができる

確率の定義と性質の理解
，計算ができない

データの処理 １次元，２次元の複雑なデ
ータの処理ができる

１次元，２次元の標準的な
データの処理ができる

１次元，２次元の基本的な
データの処理ができる

１次元，２次元のデータの
処理ができない

確率変数と確率分布 連続型確率変数を理解し
，応用問題が解ける

連続型確率変数を理解し
，標準問題が解ける

連続型確率変数を理解し
，基本問題が解ける

連続型確率変数の問題が解
けない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 理工系の基礎知識としての確率統計分野における，確率の定義と性質，および様々な定理を学ぶ．また，１次元，２次

元データに関する様々な概念の定義と性質を学ぶ．また，それらに関する計算能力を修得する．
授業の進め方と授業内
容・方法

教科書を中心に確率の定義と性質，および様々な定理を，また，１次元，２次元データに関する様々な概念の定義と性
質を学び，かつ計算練習を行う．また，適宜問題集やその他の課題に取り組む．

注意点
主に１年次の基礎数学の内容と２年次の線形代数の内容を基礎とする．確率統計分野においては，みずから問題を解か
ない限り，概念の理解と計算の段取りを修得することは不可能である．授業の進度に応じて教科書の問題や問題集を解
き進めること．

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング □ ICT 利用 ☑ 遠隔授業対応 ☑ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス、場合の数の復習
2週 試行と事象 確率の定義を理解できる．

3週 条件付き確率と乗法定理 条件付き確率と乗法定理を理解し，計算することがが
できる．

4週 事象の独立 事象の独立について理解し，計算することができる．

5週 度数分布 １次元のデータを整理し，平均・分散・標準偏差を求
めることができる．

6週 相関係数・回帰直線 ２次元のデータを整理して散布図を作成し，相関係数
・回帰直線を求めることができる．

7週 演習
8週 後期中間試験

4thQ

9週 試験返却・解説

10週 確率変数と確率分布 離散型確率変数を理解し，平均・分散・標準偏差を求
めることができる．

11週 二項分布 二項分布を理解し，分布に従う確率変数の平均・分散
・標準偏差を求めることができる．

12週 ポアソン分布 ポアソン分布を理解し，分布に従う確率変数の平均・
分散・標準偏差を求めることができる．

13週 連続型確率分布 連続型確率分布を理解し，分布に従う連続型確率変数
の平均・分散・標準偏差を求めることができる．

14週 正規分布 正規分布を理解し、正規分布表を用いて様々な値を求
めることができる．

15週 演習
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

⑤

⑥
①

③

②

④

⑦

本来のシラバスはクラス毎(学科毎)に作成されているが開設学科と担当教員のみが異なる．本資料では開設学科を全学科とし，
担当教員は全学科の教員を列挙した．
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東京工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 技術者のための哲学・倫理
科目基礎情報
科目番号 0119 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 全学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 黒田光太郎編『誇り高い技術者になろう　工学倫理のススメ　第二版』（名古屋大学出版会）
担当教員 村瀬 智之，鈴木 慎也
目的・到達目標
エンジニア（工学研究者、技術者）として必要とされる専門家の職業倫理について，（１）過去におけるトラブル事例，参考にすべき事例の特
徴を理解すること，（２）学協会の倫理綱領，企業等の行動規範ついて，その基礎的な特徴を理解する．（３）新たな技術が登場した場合に発
生する「倫理的配慮」について，その基礎的事項を理解する．また、汎用的四技能（課題設定・習得収集・分析・発表）のうち、本科目では、
主体で広い視野から社会的テーマを見つけられるか（課題設定）、必要となる情報を主体的に収集できるか（習得収集）、グループワークを通
して、独自性のある分析ができるか（分析）、聞く側を意識して、説得的な資料提示およびプレゼンテーションを行うことができるか（発表
）、などを到達目標とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目標
（可） 未到達レベルの目安

評価項目1
過去におけるトラブル事例
等および学協会・企業等の
倫理綱領・行動規範につい
て十分に理解している

過去におけるトラブル事例
等および学協会・企業等の
倫理綱領・行動規範につい
てだいたい理解している

過去におけるトラブル事例
等および学協会・企業等の
倫理綱領・行動規範につい
て最低限の知識を持ってい
る

過去におけるトラブル事例
も、倫理綱領・行動規範に
ついての知識も6割未満で
ある

評価項目2
新たな技術が登場した場合
に発生する「倫理的配慮」
について，その基礎的事項
を十分に理解している

新たな技術が登場した場合
に発生する「倫理的配慮」
について，その基礎的事項
を理解している

新たな技術が登場した場合
に発生する「倫理的配慮」
について，その基礎的事項
を辛うじて理解している

新たな技術が登場した場合
に発生する「倫理的配慮」
について，その基礎的事項
を理解していない

評価項目3
汎用的四技能において、主
体的に課題設定ができ、独
自の分析を加え、説得的な
発表が十分に行える

汎用的四技能において、主
体的に課題設定ができ、独
自の分析を加え、説得的な
発表がある程度は行える

汎用的四技能において、主
体的に課題設定ができ、独
自の分析を加え、説得的な
発表が辛うじて行える

汎用的四技能において、主
体的に課題設定、説得的な
発表ができていない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
科学技術が社会・経済に大きな影響を果たすようになり，研究活動に対して大きな期待がよせられている．こうした中
で，工学研究者には，確かな工学的基礎知識と高い職業的倫理観が求められるようになった．本講義では，職業的倫理
観を高めるために，（１）過去の事例の検討（知ること），（２）技術者倫理の原則を検討（理解すること），
（３）技術者と企業の関わりを検討（身につけること），という３側面から取り扱う

授業の進め方と授業内
容・方法

（１）座学形式で工学倫理の概要を学ぶ．（２）受講生がグループを作り，教科書をグループ学習し，授業中に発表す
る．（３）与えられた課題についてグループディスカッション，あるいはクラス全体でのディスカッションを行う
．※この科目は学修単位科目のため、事前・事後学習として、グループ発表の準備等、各自予習・復習に取り組むこと
。

注意点 本科目は人文社会系基礎科目の履修を前提とした人文社会系応用科目の１つである．すなわち，これまでに学んできた
人社会系科目の科目履修が前提である．

授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 イントロダクション 本講義の目標について理解する．

2週 知ること編
　過去の事例分析（１） 事故原因と再発防止策について理解する．

3週 　過去の事例分析（２） 事故原因の背景にある「論理」について理解する．

4週 学び取る編
　グループ学習（１）

学生プレゼンを通して，
工学倫理の目的を理解する．

5週 　グループ学習（２） 「技術者」，「技術業」の特徴について理解する．
6週 　グループ学習（３） 技術者の責任ある行動に関する基礎知識を理解する．

7週 　グループ学習（４） 技術者を取り巻く，法律的，制度的サポートについて
理解する．

8週 　グループ学習（５） 事故事例などを調べ，その原因，再発防止策を学ぶ．

2ndQ

9週 　グループ学習（６） 事故事例を学ぶ（その２）
10週 　グループ学習（７） 学協会の倫理綱領の特徴について理解する．
11週 　グループ学習（８） 企業の行動規範の特徴について理解する．

12週 知ること編
　過去の事例分析（３） 自分たちの専門領域における事例を調査・分析する．

13週 　過去の事例分析（４） 自分たちの専門領域における事例を調査・分析する．
14週 　総合討論 工学倫理の役割と限界について理解する．
15週
16週

評価割合
試験 発表 レポート等 合計

総合評価割合 60 20 20 100

⑤

③

②

④

⑦

本来のシラバスはクラス毎(学科毎)に作成されているが開設学科と担当教員のみが異なる．本資料では開設学科を全学科とし，
担当教員は全学科の教員を列挙した．
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基礎的能力 40 20 20 80
専門的能力 20 0 0 20
分野横断的能力 0 0 0 0
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|41~42— カリキュラムマップ 令和 3年度 3~4年生用
（体系的な教育課程を示した図） I |選択科目 | 1必修得科目（無印は履修科目） | 1本表で既出の和目

カリキュラムは学校の学習・教育到遠目標を実現するため、基礎から応用まで統計的に授業科目が配醤されています。

このカリキュラム・マッブで、科目間のつながりや連携を知り、学びたい分野に向かって計画的に履修計画を立ててください。

なお、年度（学年）によって、授業の開講時期（前期・後期）が入れ替わる場合があります 4,5年は学修単位(90分半期2単位，通期3単位）を原則

叙円日硼！ 1ヰ
大項目 小項目 即期 後期

A1技術が地球環境や社会に与える影害を理(A) 
技術と地球 解し、安全確保への具体的方法を理解できる

環境保全と

の関係を理
傾し、技術 A2関運法令の基礎を理解し、法令遵守の重

現代社会論
者に求めら 要性を説明できる

れる危機管 A3技術者に求められる倫理の重要性、倫理
理•安全確 上の問題解決手段を具体的に理解し説明でき
保に関する る
倫理観と的

対話としての
確な行動規

範を身につ A4組織活動に必要な基本的な知識をもち、 哲学・倫理入 環代社会論

ける 使命、責任および倫理に関する問題を理解で 門

きる

体育 1(2)

B1共通の目標連成のために協調できる

文立表現法］

国語総合 I 国語総合 Il
(B) B2 各国の歴史、文化、社会等に関する教養

日本語及び を傭え、国際的に活躍する技術者にふさわし 去術
英語による いコミュニケーションができる

コミュニ

ケーション 蜆代社会論

能力を身に
つけ、国際

Reading I Read ingD 的に活躍し

うる素養を
B3業務を遂行する上で必要な基礎的英語力 Grammar & Granrnar & 持つ
を持っている Writing I 肖rit ingil 

Listening Oral conrn I 

B4英語で書かれたマニュアルを読むことが

できる

B5専門技術について、英語で説明する-と
ができる

C1基本的な数学を理解し、自然科学へ応用
基礎数学 1(2) 基礎数学Il(2)

することができる

基礎数学］演 基礎数学rr演
習 翌

c,基本的なシスTムの設計手法を理解し、

仕様を満足する設計ができる

C3ゲj7作成やフレゼンテーシ39,Iフトりエ1を使い-な

せ、必要な情報を得るための情報源を見つけ 情報基礎
出せる

C4バイオや化学の基礎知識を持ち、応用で
化学 1 化学Il

きる

C5カ学など物理学の基本法則を理解し種々
物理 I 物理Il

の問題に応用できる

C6ものづくりにおける専門技箭の融合を理

解して新しい技術を創造できる能力を身につ

けるため、一つのコア専門分野の学問体系を
深く理解し、知識を応用できる

C7必要なデータを得る実験・計測を計画で
きる

C8データ分析のための統計的処理、信頼性
(C) 評価、合理的結搾導出ができる

基礎学力の

上に、実践
C9社会の―ーズに応じたァーマ設定、コス

カ、創造
カ、研究開 トや制作方法などの制約の下、悌決策を設計

発能力を身 し提案できる

につける C10提案した解決策を実現する際に発生し得

る実際上の問題を、予想、合理的評価ができ

る

C11指定された期間内に課題を解決する計画

を立て、具体的に計画書等で表現できる

C12計画の進行状況に応じた適切な対応がで

きる

C13チームで問題解決を行うとき、チームに

おける責任と義務を自覚し、状況に応じてさ

まざまな役割を果たすことができる

ものづくり基礎工学(5)
C14異分野

の技術者と
共同作業し

専門技術を
て力•こ子コース

融合させ価

値創造を目
指し、異な

情報通信システムコース
るコア専門

分野の基
礎、学問体 うイフサイIンスJース
系の概要を
理解する。
複合融合9-9 知能化システA9ース
(Jース修了認

定）

D1健全な心身を維持するための自己管理し 健虞と福祉

健虞的な生活を送れる

(D) D2思いやりと公正さをもって、競争に参加 体育 I(2） 

生涯にわた できる
る自己啓発
能力や健康 D3政治、経済、社会についての基礎的知識
管理能力及 を持ち、社会の変化に対応した情報収集がで 現代社会論
び社会の変 きる
化に的確に
対応できる D4能力向上や資格取褐等に向けた自2啓発
柔軟性を身 を継続できる

文章表現法 I

につける
D5社会状況を把握し、技術的課題に関心を持

ち、その解決に必要となる知識技術を自ら
修得し、自分なりの解決策をデザインできる

1年
前期 後期

C-6機械工学分野

C-6軍気工学分野

C-6電子工学分野

C-6情報工学分野

C-6物質工学分野

とヰ Jヰ 4ヰ ＇ヰ

割期 後期 9l1期 後期 即期 後期 即期 後期

科学技術から 科学技術から 地球・環境・ うイフサイエンス．^・イ朽

見る歴史 I 見る歴史 Il 省I枯ギー 91 0ヅ一

経営工学（生産
安全を含む）

社会実装
インターンシッフ'(3)

プ0ヅIり卜 I(1) 

技術者のため
の哲学・倫理

インターンシ9プ(3)

社会実装
J ロヅIり卜 I(1) 

体育 Il(2) 体育III(2) 体育1V(1単位／学期）

社会実競 社会実装 社会実装
J oシ・ェり卜 I(1) J IIシ・ェり卜n(2) 7日ヅェり卜m9(2) 

文哀表硯法rr （選）教養選択 I （選）教ll養選択

国語総合m 国語総合N 国語総合v
社会と文化か 社会と文化か
らみる歴史 1 らみる歴史 Il

（選）
Comprehensive 

English 

Readingm Readi ngIV ReadingV ReadingVI 
TOEIC Eng I 

TOEIC Eog Il (1) 
(1) 

Grarrrnar & Grarrmar & Grammar & 
川ritingm 冒riti ngIV' りritingV

Ora I corrrn II 

Science Eng TOEIC Eng I 
TOEIC E愧 Il(1) 輪講 I 輪凛Il

I (1) 

Sc i ence Eng. 
Il 

確率統計 微分方程式 応用数学

微分積分 1(2) 微分積分Il(2) 解析 1(2) （選）数学総合
解析Il 演習（基礎•発

Ill) 

線形代数 1 線形代数Il 線形代数1[ 線形代数w

経営工学（生崖
安全を含む）

化学I[ 化学w 化学v 化学VI
うイ,,イエンス 91・イ朽

91日ヅ一

物理皿 物理w 物理v 物理VI 応用物理

各専門分野の科目は別表に示す

機械工学実験 機械工学実験
機械工学実験 機械工学実験 実習m(2)、機械 実習N(2)、機械 機械工学実験
実習 1(1)、機械 実習Il(1)、機械 工学演習皿(1)、 工学演習IV(1)、 実習V(2)、機械 機械工学宰摩凜習

輪讀 I 輪謂E工学演習 1(2)、工学演l!/Il(2)、電気電子工学 電気電子工学 工学演詈V(l)、VI(2)、機械工学演

電気電子工学 =気電子工学 実験m(2)、 実駿N(2)、 電気電子工学 習VI(1)、
実験 1(2)、 実験Il(2)、 情報工学実験 情報工学実験 実験V(2)、 竃気霞子工学実験

情報工学実験 情報工学実験 実習IIl(3)、 実習N(3)、 情報工学実験 VI(2)、
実習 1(3)、 実習Il(3)、

物1(買3)工学実駿 物質工学実験 実習V(2)、 物質工学実験w
物只工学基礎 物費工学基礎 Il(3) 物質工学実験 (3) 卒業研究(4) 卒業研究(6)
実験 1(2) 実験Il(2) 皿(3)

物買工学創造実験(2) G11)統計リテjシー

社会実装
プnヅェクト皿 (2)

卒集研究(4)

社会実装
プ砂・ェり卜皿 (2)

卒業研究(4)

社会実装 社会実装 社会実装 卒業研究(6)

プ0ヅIクト I(1) フ'nヅェクトn:(2) プnヅェクト皿 (2)

卒婁研究(4)

社会実装
プnヅェ外m(2)

社会実装
プ的・カトm(2) 

（選）基礎電気 （選）基礎電子
（選）基礎制御

（選）発電電気I
工学(9D履修

工学(ED履修 工学(ED履修不
科目 E履修不

祁ギー(ED履修科

不可） 可）
可）

目）

（選）通信伝送 （選）情報通信 （選）情報処理
工学(J履修科 ＊外9ーク（J履修科

（選）計算機
基礎(M履修科

目） 目）
システム

目）

地球・環墳省 （選）環境 It片•_ （選）生体材料 うりサイm・
エ枡ギー 工学 工学 n・イ朽ク10ヅー

（選）ディヅタル （選）知識情報 （還）Jンピューり11用計 （選）味・ット9ビリ
信号処理 工学

測制御（印履修不
ティ工学可）

（選）ものづくり実践工学 I(21 

（選）ものづくり実践工学Il (2) (Ilは 1を修得した者が履修できる）

体育Il(2) 体育m(2) 体育N(2)

イ,,-,シ1J'(3)

社会実装
9'[lヅェクト I(1) 

（選）教養選択
文章表現法I （選）教養選択 I

I 
Gll)先端テク／0ヅ一

社会実装 社会実装 社会実藉
J Oヅェクト I(1) J IIヅェクト I[(2) J OヅI外m(2) （選）先靖テクIOヅ一

令和 3年度 3~4年生用
2年 3年

前期 後期 前期 後期

機械工学展望 メカトエクス

機様工学 機械工学
機械力学 I

基礎力学 I 基礎力学Il

材料力学 I 材料力学Il

機械設計法 I 機械設計法Il

機械工学演習 機械工学漬習 機械工学漬習 機械工学濱習
1(2) Il(2) 田(1) w(1) 

霊気回路 I I ,.気回路Il

電気回路演習 1電気回路演普
I Il 

芯磁気学 I 霞磁気学Il

篭気電子工 1 電磁気学演翌 電磁気学演習

学展望 I Il 

霞気霞子計測 電気霞子計測
I rr 

フ'09言'語jミンク' I 電子回路 I

電気回路Il 電気回路皿

霞気回？”|電気電子計測

竃磁気学 I 宣磁気学Il

電磁気学演習

プ09・うミ99.
言語

前期

流体力学

機械力学Il

熱力学

機械工学漬習
V(l) 

電気回路皿

零気数学

電子回路E

電子物性工学

電気数学Il

フ'09'jミンゲ応
用

4年
後期

機械数学

機械材料学

機械工学漬習VI
(1) 

制御工学

電気機器 I

半導体和1・イス

電気回路IV

電気数学］

竃子回路 I 竃子回路ii7竃子物性工学 先端電子デ99・イス

論理回路 I I 

情報工学概論 1情報数学［

フ'09'jミンク' | プ09'jミ99'
言語］ 言語Il

物質工学展望

無機化学［

分析化学 I(1) 

基礎生物 I (1) 

情報処理演習 1情報処哩演習
1(1) I Il(l) 

論理回路Il 計算機工学

1ルゴリズムと ＂ゴリズムと
データ構造 I データ構造Il

情報数学rr

有機化学 I

無機化学Il

物理化学 I I 物理化学Il

分析化学Il (1) 

基礎生物Il (1) 

通信伝送工学

画像認識工学

IoTシスァム
工学演習

実践プ nゲうミン
ゲ

有機化学Il

工業化学］

情報通信t,Iトりーり

システム9'0ゲぅム

コンビ lータシステム

データマイニング

メディア

信号処理演習

有機化学皿

工業化学Il

生物化学 I (2) 

5年
前期 後期

I CAD/CAM/GAE 

加工学 1 

伝熱工学 I 情報処理基礎

基磯制御工学 l デがイン工学

霊カシステA I発篭・電気エネ1ト
ギー

電気機器rr I 

電気機器

基礎制御工学

9イヤレスシステム

l 先靖Iけ卜n：クス

発電・霞気l祁

ギー

蹴気関係法令

情報処I理特論I情報処理特論n

高分子化学

化学工学[

生物化学Il

I 情報理論
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|43~44— カリキュラムマップ 令和 3年度 5年生用
（体系的な教育課程を示した図） | 1 選択科目 I I必修得科目（無印は履修科目） | 1本表で既出の科目

カリキュラムは学校の学習・教育到達目標を実現するため、基礎から応用まで統計的に授柔科目が配晋されています。

このカリキュラム・マッブで、科目間のつながりや連携を知り、学びたい分野に向かって計画的に履修計画を立ててください。
なお、年度（学年）によって、授業の開講時期（前期・後期）が入れ替わる場合があります 4,5年は学修単位(90分半期2単位，通期3単位）を原則

〒入口目標 1年
大項目 小項目 前期 後期

Al技術が地球環境や社会に与える影響を理
(A) 

解し、安全確保への具体的方法を理解でき
技術と地球

る
環境保全と
の関係を理
解し、技術 A2関連法令の基礎を理傾し、法令遵守の重

現代社会誰
者に求めら 要性を説明できる

れる危機管 A3技術者に求められる倫理の重要性、倫理
理•安全確 上の問題解決手段を具体的に理解し説明で
保に関する きる
倫理観と的

対話としての
確な行動規

A4組織活動に必要な基本的な知識をもち、 哲学・倫理入 現代社会論
範を身につ

ける 使命、責任および倫理に関する問題を理解 門

できる

体育 I(2) 

B1共通の目楼逹成のために協調できる

X卒猥現法 1

国語総合 I 国語総合 Il
(B) B2 各国の歴史、文化、社会等に関する教

日本語及び 養を備え、国際的に活躍する技術者にふさ 芸術
英語による わしいコミュニケーションができる

コミュニ
ケーション 現代社会論

能力を身に
つけ、国際

Reading I Reading II 的に活躍し

うる素蓑を
B3業務を遂行する上で必要な基礎的英語力 Grall'fll8.r & Gra111nar & 

持つ
を持っている 肖riti ng I 肖rit i ng II 

Listening Oral C四 I

B4英語で書かれたマニュアルを読むことが
できる

B5専門技術について、英語で説明する←と
ができる

C1基本的な数学を理解し、自然科学へ応用
基礎数学 1(2) 基礎数学Il(2)

することができる

基礎数学 I演 基礎数学n演
習 習

C仕2様基を本満的足なすシるス設テ計ムがので設き計る手法を理解し、

C3ゲj7作成やフレセつテーシ3997卜りI1を使い-

なせ、必要な情報を得るための情報源を見 情報基礎
つけ出せる

C4バイオや化学の基礎知識を持ち、応用で
化学 I 化学Il

きる

C5カ学など物理学の基本法則を理解し種々
物理 I 物理rr

の問題に応用できる

C6ものづくりにおける専門技術の融合を理
解して新しい技術を創造できる能力を身に
つけるため、一つのコア専門分野の学問体
系を深く理解し、知識を応用できる

GJ必要なデータを得る実験・計測を計画で
きる

(C) 
C8データ分析のための統計的処理、信頼性
評価、合理的結論導出ができる

基礎学力の
上に、実践

カ、創造 C9社会のニーズに応じたテーマ設定、コス

カ、研究開 トや制作方法などの制約の下、解決策を設

発能力を身 計し提案できる

につける C10提案した解決策を実現する際に発生し

得る実際上の問題を、予想、合理的評価が
できる

C11指定された期間内に課題を餌決する計

画を立て、具体的に計画書等で表現できる

C12計画の進行状況に応じた適切な対応が
できる

C13チームで問題解決を行うとき、チーム
における費任と義務を自覚し、状況に応じ

てさまざまな役割を果たすことができる

C14異分野
ものづくり基礎工学(5)

の技術者と
共同作業し

電カ・電子コース
専門技術を

融合させ価
値創造を目
指し、異な 情報通信氾テムコース

るコア専門
分野の基

jイ9サイエンスコース礎、学問体
系の概要を
理解する。

知能化氾テ如ース
複合融合コース
（コース修了認

定）

D1健全な心身を維持するための自己管理し 健康と福祉

健康的な生活を送れる

(D) D2思いやりと公正さをもって、競争に参加 体青 1(2)

生涯にわた できる

る自己啓発
能力や健康 D3政治、経済、社会についての基礎的知識

管理能力及 を持ち、社会の変化に対応した情報収集が 現代社会論

び社会の変 できる

化に的確に
対応できる D4能力向上や費格取得等に向けた自己啓発

文軍表現法 I
柔軟性を身 を継続できる

につける D5社会状況を把握し、技術的課題に関心を

持ち、その解決に必要となる知識・技術を
自ら修得し、自分なりの解決策をデザイン
できる

1年
前期

G--6機械工学分野

C-6電気工学分野

C--6屯子工学分野

(}-6情報工学分野

(}-6物費工学分野

2年 3年 4年 9ヰ

’'1期 後期 ’'1期 後期 月，，期 後期 前期 後期

科学技術から 科学技術から 地球・環境・ jイフサイエンス• 91・イオテ
見る歴史 I 見る歴史 Il 名It駐•_ 9/ 0ヅ一

経営工学（生産
安全を含む）

社会実装
インターンシップ (3)

,・砂’ェクト］ （1) 

技術者のため
の哲学・倫理

イン9ー砂9プ（3)

社会実某
,．0ヅェクト 1(1)

体育Il(2) 体育皿 (2) 体育w(1単位／学期）

社会実装 社会実装 社会実装
,．0ヅIクト !(1) プロシ• 9クトIl(2) フロヅ I外m(2) 

X章幾現汰ll （沢）教登選択 I
（選）教Il養選択

国語総合m 国語総合N 国語総合v

社会と文化か 社会と文化か

らみる歴史 I らみる歴史 Il

（選）
Cooiprehensive 

Eng 

Read ingm ReadingN ReadingV Read i ngVI TOEIC (1E) ng I TOE IC Eng II (1) 

Gra11111ar & Gratmlar & Grammar & 
Writ ingm WritingN 情ritingV

Oral comm. II 

Sci ence Eng. TOEIC Eng I 
TCl: IC Eng II (1) 輪講 I 輪講Il

I (1) 

Science Eng 
rr 

確率統計 微分方程式 応用数学

微分積分 1(2) 微分積分Il(2) 解析 1(2) （選）数学総合
解析Il 演習（基礎•発

展）

線形代数 I 線形代数Il 線形代数皿 線形代数w

経鴬工学（生糎．
安全を含む）

化学m 化学w 化学v 化学VI
うイ9tイエンス•"・イオテ

91 0ヅ一

物理m 物理lV 物理v 物理VI 応用物理

各専門分野の科目は別表に示す

機械工学実験 機械工学実験

機械工学実験 機械工学実験
実習皿(2入機械実習IV(2)、機械 機械工学実駿

実習 I(3)、 実習Il(3)、 工学演習I11(1）、工学演習w(1)、実習V(2)、機械
機械工学実駿実習

電気電子工学 電気電子工学
電気霞子工学 電気竃子工学 工学演習V(1)、

V1(2)、機械工学演
輪讀 I 輪講n

実験 1(2)、 実験Il(2)、 実験皿（2)、 実験N(2)、 電気電子工学
習VI(1)、

情報工学実験 情報工学実験
情報工学実験 情報工学実験 実験V(2)、

電気電子工学実験
実習 1(3)、

実物習質工Il(学3)基、礎
実習ill(3）、 実習N(3)、 情報工学実験 VI(2)、
物買工学実験 物質工学実験 実習V(2)、

物質工学基磁
1(3) Il(3) 物質工学実験

物質工学実験N(3) 卒業研究(4) 卒業研究(6)
実験 1(3) 実験Il(3)

ill(3) 
物質工学創造実験(2) （選）統計リテうシー

社会実装
フロヅ I外m(2)

卒業研究(4)

社会実装
フ'nヅェ外m(2) 

卒業研究(4)

社会実装 社会実装
社会実装 卒業1J1究(6)

9 11'I・ェクト］ （1) T nyェクトn(2) フnヅェ外m(2)

卒業研究(4)

社会実装
プロシ・ェ外m(2) 

社会実装
フログェ外m(2)

（選）基磁電気 （選）基礎霞子 （選）基磁制御工 （選）発電・電気エ
工学(ED履修 工学(ED厩修不 学(MD履修科 ネ庄・一(ED履修科

不可） 可） 目，E履修不可） 目）

（選）通信伝送 （選）情報通信 遺）情報処理
（選）計尊機

工学(J履修科 ネ外9-9(J履修科
システム

基礎(M履修科

目） 目） 目）

地球・環境省 遺）環境工枡ギー （選）生体材料 うイブサイIンス・
エ出．＿ 工学 工学 9＼・イオテク10ヅ一

（選）コンtュータ撲
（選）ディヅタル （選）知識情報

用計測制御
（選） 0が 9 トモt• リ

信号処理 工学
(ED履修不可）

ティ工学

（選）ものづくり実践工学 I(2) 

（選）ものづくり実践工学 Il (2) (ITは 1を修得した者が履修できる）

体育 Il(2) 体育m(2) 体育IV(2)

インター沙9プ(3)

社会実装
?• [lヅェクト I(1) 

文車表現法n （選）教養選択 I
（選）教養選択

（選）先端テク1ロヅ一n 

社会実装 社会実装 社会実装
遺）先纏テク／O'/-

,・砂・ェクト］ （1) 7. nヅLクトll(2) ？応五外m(2）

令和 3年度 5年生用
2年 3年

前期 前期

機械工学展望 メカトロニクス

機械工学 機械工学
機械力学 I

基礎力学 1 基礎力学Il

材料力学[ 材料力学Il

機械設計法］ 機械設計法Il

機械工学演習 機械工学演誓
m(1) IV(l) 

電気回路 I I 霞気回路Il

電気回路演習 1電気回路演習
I Il 

電磁気学 I 霞磁気学Il

電気・炉エ 1 電磁気学演習 霞磁気学演習

学展望 I Il 

電気電子計測 電気電子計測
I Il 

プロゲ言語jミン；• | T 一• ザタル回路 電子回路 I

電気回路Il 電気回路皿

貢気回Ill!I,演習 1電気電子計測

電磁気学 I 電磁気学Il

電磁気学演習

前期

流体力学

機械力学Il

熱力学

機械工学演詈
V(1) 

涵気回路皿

電気数学

電子回路Il

電子物性工学

電気数学Il

,．9ゲぅミンゲ応

用

4年

機械数学

機械材料学

機械工学演習VI
(1) 

制御工学

霞気機器 I

半導体和1・（ス

電気回路IV

電気数学 I

電子回路 I 電子回路u |電子物性工学 先端電子デ^ ・イ1

論理回路 I I 

情報工学概論 1情報数学［

プロ9'jミ99• I プログうミンゲ
言語］ 言語Il

物質工学展望

無機化学［

分析化学 I(1) 

基礎生物 I(1) 

論理回路rr 計算機工学

71しゴリズムと 71トゴリズムと
データ構造 I データ構造n

情報数学Il

有機化学 I

無機化学Il

物理化学 I | 物理化学Il

分析化学Il (1) 

基礎生物Il (1) 

通信伝送工学

画像認識工学

loTシスT ム
工学演習

実践プ 0ゲぅミン
ゲ

有機化学Il

工業化学］

情報通信わりーり

システムフ• 9ゲぅム

コンヒ ュータシステム

データマイニング

メディア

信号処理演習

有機化学皿

工業化学Il

生物化学 I (2) 

5年
前期

I CAD/CAM/CAE 

加工学 1 

伝熱工学 I情報処理基礎

基遍制田工学 1 デがイン工学

電カシステム 1発電・電気Iネル
ギー

霞気機器rr I 
l 先端Iレり卜0こりス

電気機器

基,~t:口|:：こI：ル

情報処I理特論I情報処理特論Il

高分子化学

化学工学[

生物化学Il

I 情報理論

19

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

suz
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ



授 目単位数
学年別配当

考
1年 2年 3年 4年 5年

即 A9liggl l l 

＂色A999913 l l 

＂色A99991む 999 l l 

"eA99 991 む'‘~ l l 

転叫ir屯 ’e l l 

"eA99 991む 9’ l l 
人 Gm双叩豆 ＆狛、''"心 l l l 

Gm泣粗迂~ ＆ W9‘9 9~ i r心" l l 

(9tt汰w ＆対i、99~ i r:2 999 l l 

(9ta泣粗迂~ ＆如、9t~ i r心W l l 

(9ta泣粗迂~ ＆如、9t~ i r'“V l I 

＇ヽぶ te杓iri烈 l I 

ll!釦 9"直 ： 9 ヤしl9 9m l l I 

{）t'松 l,ロ直＼訊r;119'iむ玲t,i iか ll l I 

，̀i g:9Ce Em{ 9 9、ゞh l l I 

，̀i g:9Ce Em{ 9 9、ゞh ll 1 I 

1WFA En, i 9ぶll l 1 

＇ 1‘渭恥，Jrぶh ll 1 

＇ 国諾総合 l 1 I 

国諾総合 ll 1 I 

国釈総合lll 1 I 

国諾総合lV 1 I 

国諾総合v 1 I 外国人編入学生履修免除和 11

文章ふ活見法 l 1 I 

〇文章．i廷見法 ll 2 ' 外国人緬入学生履修免除和 11

ぇi言壬，t'しての哲芸色．倫廷且人門 1 I 

税代社会論 1 I 

社会と文化からみる歴史 l 1 I 

社会と文化からみる歴史 Jl

＇ 

I 

科学技術から見る歴史 l

＇ 

I 外国叫 II 
科学技術から見る歴史 il

＇ 

I 外国紅 II 
〇技術名のための哲学→倫埋

＇ ＇ 
外 国人編人学生履修免除科II

履修 目
憎琳碑、>'9にを99:

＇ 

I 

体脊 l

＇ 
2 

科 体脊rr
＇ ＇ 目 体脊m

＇ ＇ 令！

＇ ＇ 芸各粁 I 

讃 設半位数小叶 44 15 1 9 ， t3 

゜差礎数学 l

＇ 
2 

差礎数学rr
＇ 

2 

基礎数学い寅習 I 

差礎哀炉学TI演習 I 

白 I 

I 

I 

I 

' 2 

徴分租分rr ' 2 

I 

解祈 l ' 2 

解祈rr I 

' 2 

' 2 

物餌 l I 

物碑rr I 

物碑lll I 

物碑W I 

物碑v 1 

物碑W 1 

化苧 I 1 

化苧 TI 1 

化苧1IT 1 

n 化苧w 1 

化学V i l 

I 

〇〇 知ブ球、（ブ｀サ菜~ィ境ュ，ン名ス＝，ネバ'"'~（ギ戎ナ＾ タ 9己ジ'
2 2 

2 ？ 

哨 設弔位数小，1 38 lO lo lo 6 2 

00 紋教衰投遠選払択 lll 
2 2 l講座を選択して受講

選択科目
2 ？ l講座を追択して受講

O〇 c数≪叫学9総9⇔合←99演ぶ弯'9 枷 glisl, 2 2 複数墓座虚墓

2 2 

Ij修[科9~目̀  じ A本語 6 2 2 2 （乃ヌL

2 2 ：工U)み

r ' 2 ｛の石
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タイプライターテキスト
「一般科目」は全ての専門学科の学生に対して開講されている共通科目である．専門学科ごとの開講科目は次ページ以降に示されている．

suz
長方形



2年

2 0 1 8午度以降人学止

考

科

i幾械上学，実験実翌IV

機械上学実験実翌v
機械上学、実験実翌W

9インターンシップ

社会実装プロジェタ 1、1
社会実装プロジゴタ 1,＂ 
社会実装プロジコタ 1,m
輸講 r

讀

年
，
f
3

ー〗1
口2
2
-
1
-
1
-
1
1
1
1
1
1
:
i
-
2
-
3
-
1
-
2
-
2
-
2
2
0
4
6
1
-
2
-

？-
1
1
1
1
1
1
1
-
2

[
 

開設単
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情報上学和 2020年度以降入学生

区分 業 和

ものづくり基礎工学

恰報工学科実験実芦 I

恰報二学斜実験実音l1

情報工学科実験実翌Ill
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団
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〇恰報通勺ネッ Kワータ
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20 
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1~4年生いずれかの学年で選択可

もの弓くり実践工学 1を惚得後、 2,-4年1+いずれかで選択可

c輝は学修単位科目
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情報上学科 2 0 1 7年度から 0 1 9年度までの入学生

区分 和
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恰報工学斜実験実習］
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l~4年生いずれかの学年で選択下
ものづくり実践工学 1を修得後、

〇印は学窄単位科目
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偏

l~/4年生いずれかの学年で選択可

ものづくり実践丁学 1を修得後、

2 0 1 8年度以降人学生
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東京工業高等専門学校教務委員会規則  

 

制   定 平成１７年１２月  １日 

最終改正 令和 ２年  ８月  ５日 

  

（趣旨） 

 第１条 この規則は、東京工業高等専門学校内部組織運営規則第２７条第２項の規定に基 

づき、東京工業高等専門学校教務委員会（ 以下「委員会」という。）の組織及び運営に 

関し必要な事項を定める。  

（審議事項） 

 第２条 委員会は、本科に係る次の各号に掲げる事項を審議する。  

一 教育計画の立案及び教務の連絡調整に関すること。  

二 教育課程に関すること。  

三 教育システムの点検及び改善に関すること。  

四 教員の資質向上に関すること（ＦＤを含む）。  

五 個々の教員の自己点検・評価の実施に関すること。  

六 学生の身分異動及び学籍に関すること。  

七 定期試験に関すること。  

八 学生の学習指導に関すること。  

九 学生の進路指導及び情報収集に関すること。  

十 学生の海外留学等の支援に関すること。  

十一 外国の教育機関等からの学生の受入に関すること。  

十二 外国の教育機関等への学生の派遣に関すること。  

十三 その他教務、学生指導に関すること。  

２ 審議結果は、校務執行会議に報告し、必要に応じ議を経なければならない。  

（組織）  

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。  

一 教務主事  

二 教務主事補  

三 一般教育科から選出された者１ 名  

四 各学科から選出された者１ 名  

五 学生課長  

六 その他校長が必要と認めた者  

（任期）  

第４条 前条第三号、第四号及び第六号の委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、

委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。  
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（委員長）  

第５条 委員会に委員長を置き、教務主事をもって充てる。  

２ 委員長は委員会を招集し、議長となる。  

３ 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。  

（自己点検・評価） 

第６条 委員長及び教務主事補は、第２条において得られた情報の収集・分析（インスティ

テューショナル・リサーチ）及び委員会に関わる活動の点検及び評価を実施し、自己点検・

評価委員会へ報告するものとする。 

（委員以外の出席）  

第７条 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者を委員会に出席させ、その意見を聴取

することができる。  

（事務） 

第８条 委員会の事務は、学生課において処理する。  

（雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、委員会が別に定める。  

 

附 則  

１ この規則は、平成１７年１２月１日から施行する。  

２ この規則施行後最初の第３条第５号の委員の任期は、第４条の規定にかかわらず平成 

１８年３月３１日までとする。  

３ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。  

４ この規則は、平成２８年１月７日から施行し、平成２７年７月１日から適用する。  

５ 東京工業高等専門学校進路指導委員会規則（平成１７年１２月１日制定）は廃止する。 

６ 東京工業高等専門学校教育改善委員会規則（平成１９年８月９日制定）は廃止する。  

 

附 則 （平成３０年３月７日一部改正） 

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 

 

附 則 （令和２年８月５日一部改正） 

この規則は、令和２年８月５日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 
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東京工業高等専門学校教学マネジメント委員会規則 

 

制   定 平成２８年 ２月２５日 

最終改正 令和  ２年 ８月  ５日 

（趣旨）  

第１条 この規則は、東京工業高等専門学校内部組織運営規則第２７条第２項の規定に基づ

き、東京工業高等専門学校教学マネジメント委員会（以下「委員会」という。）の組織及

び運営に関し必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 委員会は、本校が掲げる教育目標を達成し、社会への説明責任を果たすため必要な

教育システムにおける内部質保証体制の確立を円滑に進めることを目的とする。  

（所掌事項）  

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項を実施する。  

一  教育システム及びカリキュラムに関するＰＤＣＡを運用した内部質保証システム

の基本的方針に関すること。 

二 教育システム及びカリキュラムの自己点検、評価及び改善に関すること。 

三 教育システム及びカリキュラムに関し、その使命に応じた情報の収集・分析（インス

ティチューショナル・リサーチ）に関すること。 

四 教育システム及びカリキュラムの自己点検、評価及び改善に関し、関連委員会及び関

連学科等との連絡調整に関すること。 

五 社会の要請に応じた三つの方針に関する点検及び見直しに関すること。 

六 教学マネジメントに必要な企業・大学等、学生、卒業生並びに教員へのアンケートの

実施から分析に関すること。 

七 その他教学マネジメントに関すること。 

２ 前項について、委員会は自己点検・評価委員会に報告を行うこととし、必要に応じ全学

的な重要事項について、校務執行会議の議を経て決定する。  

（組織） 

第３条 委員会は次の各号に掲げる委員をもって組織する。  

一 校長  

二 副校長  

三  事務部長  

四  総務課長及び学生課長  

五  その他校長が必要と認めた者  

（任期）  

第４条 前条第五号の委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、委員に欠員が生じ

た場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。  
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（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き、副校長（総務・企画担当）をもって充てる。 

２ 委員長は委員会を招集し、議長となる。  

３ 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。 

（委員以外の出席） 

第６条 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者を委員会に出席させ、その意見を聴取

することができる。  

（学習到達度検討会） 

第７条 本校における教育の内部質保証システムの一環として、学習到達度検討会（以下

「検討会」という。）を開催することとし、委員会は検討会の結果をもって第２条に掲げ

る事項との調整を図ることとする。 

２ 検討会に関し、必要な事項は別に定める。 

（専門委員会） 

第８条 委員会に次に掲げる専門委員会を置く。 

 一 カリキュラム改革専門委員会 

２ 専門委員会に関し、必要な事項は別に定める。 

（事務） 

第９条 委員会の事務は、総務課において処理する。  

（雑則）  

第１０条 この規則に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、委員会が別に定める 

 

 

附 則  

１ この規則は、平成２８年２月２５日から施行し、平成２７年７月１日から適用する。  

２ この規則施行後最初の第３条第五号の委員の任期は、第４条の規定に関わらず平成２８

年３月３１日までとする。 

 

 附 則（平成３０年３月７日一部改正）  

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 

 

附 則（令和２年８月５日全部改正）  

この規則は、令和２年８月５日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 
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東京工業高等専門学校

数理・データサイエンス・AI教育プログラム 取組概要

教育目的

プログラム改善のためのPDCAサイクル本プログラムの科目構成

C学習到達度検討会

教学マネジメント委員会

プログラムの

点検・評価A教務委員会

（運営会議）

プログラムの

改善・進化

P運営会議

（教務委員会）

カリキュラムポリシー検討

プログラムの検討 D各教員・各学科

魅力的な授業の実施

授業評価アンケート

授業参観

授業改善記録

確率統計(3年)
データの基本的な活用法を学習

情報基礎(1年)
数理・データサイエンス・AIの各要

素の基礎を網羅的に学習

社会実装プロジェクトⅠ(4年)
実社会における活用事例を通して数理・
データサイエンス・AIの活用能力を深化

技術者のための哲学・倫理(4年)
データ活用にあたっての様々な留意事項を

学習

知識情報工学(4年)
データの活用事例を実課題を通して学ぶ
と共に、実際のAIの構築を通して基礎的

能力を深化

本プログラムの特徴的な取り組み

東京工業高等専門学校数理・データサイエンス・AI教育プログラムは、数理・データサイエンス・AIへの関心を高めると共に、
数理・データサイエンス・AIを適切に理解しそれを活用する基礎的な能力を育成することにより、数理・データサイエンス・AIに
関する基礎的な能力の向上を図る機会の拡大に資することを目的とする。

 Society5.0を見据えたデータサイエンス教育
数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム「数理・データサイエンス・AI(リテラシーレベル）モデルカリキュラムの導入・基礎・心得をカバーする教育プログラム

地域社会と連携して実践する「社会実装プロジェクトⅠ」との連携
社会の問題点を発掘し、技術を駆使することで解決策を検討し、新しい価値を創造する社会実装を、実践的ケーススタディを通して、AI技術を含むデータサイエンス分野の
実践的活用事例を学ぶ。高専発！Society5.0型未来技術人財育成事業COMPASS5.0のロボット分野とも連携。

 ICTを活用した授業と手厚い学生支援
令和４年度から段階的にBYODを導入すると共に、全教室からアクセス可能なWi-Fi環境を整備。Microsoft365を活用した授業や日常的な教育と学校生活を通してのICTス
キルの育成。成績が不振の学生を対象としたきめ細かい補講等を担任と科目担当が連携して実施。専攻科ティーチングアシスタントを配備した自学自習室の運営。

継続的な改善

2021年度校務執行会議(2022.3.28)承認
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認定制度の審査項目 モデルカリキュラム対応箇所 内部評価 評価理由

数理・データサイエンス・ＡＩは、現在進行中の社会変化（第4 次産
業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているも
のであること、また、それが自らの生活と密接に結びついているも
のであること。

導入
1-1. 社会で起きている変化
1-6. データ・AI 利活用の最新動向

A

AI等の最新技術をはじめとする、数理・
データサイエンス・AIが実社会で活用され
ていることを、ケーススタディ等も含めて授
業で取り扱っている。

数理・データサイエンス・ＡＩが対象とする「社会で活用されている
データ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生
活や社会の課題を解決する有用なツールになり得ること。

導入
1-2. 社会で活用されているデータ
1-3. データ・AI の活用領域

A

社会の課題を解決するためにビッグデータ
やAIが活用されている事例を学ぶことで、
それらが課題解決のための有用なツール
になり得ることを授業で展開している。

様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、
数理・データサイエンス・ＡＩは様々な適用領域（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するものであること。

導入
1-4. データ・AI 利活用のための技術
1-5. データ・AI 利活用の現場

A
様々な現場でのデータ利活用事例を学ぶ
とともに、AI等を活用した新しい価値を創出
するためのグループワークを行っている。

ただし数理・データサイエンス・ＡＩは万能ではなく、その活用に当
たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮することが重要であること。また、情報セキュリティや
情報漏洩等、データを守る上での留意事項への理解が重要である
こと。

心得
3-1. データ・AI 利活用における留意事項
3-2. データを守る上での留意事項

A
データを扱う上で必要な留意事項や情報セ
キュリティに関する事項を、事例も交えた授
業を行っている。

実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会
での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関すること。

基礎
2-1. データを読む
2-2. データを説明する
2-3. データを扱う

A
実データも取り入れ、データを読む・説明す
る・扱うといった数理・データサイエンス・AI
の基本を演習を通して授業を行っている。

東京工業高等専門学校

数理・データサイエンス・AI教育プログラム 自己点検評価
評価日時： 2022年3月31日
会議名称： 教学マネジメント委員会
開催場所： 東京工業高等専門学校
参加者： 校長、副校長（筆頭副校長、教務主事、学生主事、寮務主事、専攻科長、総務・企画担当、情報担当）、総務課長、学生課長
目的： 令和３年度の数理・データサイエンス・AI教育プログラムの自己点検評価
評価項目： 文部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」の審査項目

内部評価の基準
S： 審査項目の観点を上回る成果を達成した。
A： 審査項目の観点通りの成果を達成した。
B： 審査項目の観点通りの成果を達成できなかったが、達成に向けての対応策が立案され、対応に着手している。
C： 審査項目の観点通りの成果を達成できなかった。さらに、達成に向けた対応策が立案されていない。

2021年度教学マネジメント委員会(2022.3.28)承認
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